
◆ 2 月度定例本部会報告（開催日 2 月 18 日）

1. 議案
①印刷機の更新について　　　　　承認
②夕涼み会電気工事の提灯コード更新

について　　　　　　　　　　　承認
③ ( 有 ) 坂庭資源開発による、自宅前に
　おける金属回収業務の開始について
　　　　　　　　　　　　　　　　承認
④称名寺東公園への防災倉庫設置につ

いて　　　　　　　　　　　　　承認
⑤消火ホース格納箱の修繕について　       　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　承認
⑥桜祭り ( 自治会からの甘酒提供 ) の

取り止めについて　　　　　　　承認
2. 協議事項
●平成 29 年度総会議案書第一次案
　( 収支報告書・収支予算書を除く )

について
　会長より平成 28 年度事業報告と平

成 29 年度事業計画案の説明があり、
質疑応答が行われた。

3. 報告事項
　防犯部より　　
　2/4( 土 )・5( 日 ) に防犯カメラ設置

に関する住民説明会が行われ理解
を得られたので、設置案を来年度
事業計画案に取り込んでいく。

◆会長挨拶
　昔から怖いものとして「地震・雷 ･ 火
事・親父」といわれていますが、乾燥し
た日が続くこの季節は火災の発生が多く
なりますので用心を怠れません。火災が
発生すると、被害者であるとともに加害
者になってしまうことも考えられます。
この機に各ご家庭では火元になりそうな
ところを用心していただき、また消火器
や火災報知器の点検もお願いします。自
治会としては消火器のあっせん等で自助
を支援するとともに、バンダナパトロー
ル隊の皆様の協力を得て初期消火訓練等
を実施していきたいと考えております。
　ところで、地域で活躍される公的委員

（民生・児童委員、主任児童委員、保健
活動推進員、環境事業推進員、青少年指
導員、スポーツ推進委員）をご存じでしょ
うか。公的委員は、行政の委嘱を受けて
それぞれの分野で自治会とも連携し地域
のために活動いただいております。自治
会としては、それぞれの分野に経験をお
持ちの方、関心の高い方を推薦させてい
ただいておりますが、受けていただける
方が年々減ってきておりますので、皆様
の積極的なご理解とご協力をお願いしま
す。
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そろそろ春の予感……草花を愛でる季節です



●映画会鑑賞会のご案内
日　　時：3 月19 日（日）
日　　時：午前 10 時～ / 午後 2 時～
上映作品：「海よりもまだ深く」
　　　　　監督　是枝裕和

　　　　　出演：阿部寛　樹木希林

受  付  数：各 40 名
場　　所：西柴団地自治会館 1 階洋間
事前申込：自治会館（☎ 701-4961）
＊詳細は、回覧・ホームページで。

●組長会議のお知らせ
3 月 18 日（土）に午後 2 時から新組長
会議が予定されています。
欠席される場合は、代理の方の出席を
お願いします。　　　　　　　　　　

（総務部）

●『助けてカード』登録更新のお知らせ
災害時要援護者登録申込書を配布します。
趣旨に同意した上でお申し込みください。
申込書は封筒に入れ、組長さん、または
自治会館にお持ちください。
締め切り日：3 月13 日（月）

（防災統括部）

●西柴団地自治会ホームページ情報
西柴団地自治会ホームページは平成 25
年７月に開設してから 4 万 5000 件を超
えるアクセスがあります。これからも住民

◎定例会　3 月 25 日（土）12 時～ 14 時
　内容：食事会、誕生会、　
　　　　歌・唄　福寿会音頭・懐かしい歌など
　　　　体操　　軽い体操で体をほぐしましょう
◎お花見　3 月 31 日（金）　11 時～
　場所：称名寺庭園　会費　1000 円

西柴団地福寿会の
お知らせ

の皆さんにさまざまな情報を簡単に知って
いただけるように、カラー写真を多く取り
入れる、主要イベントの扱いを大きくする
など工夫を重ねていこうと思います。「住
みよい街　西柴」の応募作品はホーム
ページに載せてありますのでぜひ、ご覧く
ださい。

http://nishishiba.p-kit.com/

【防犯特報】

デパートの警備員や警察官を騙り、「あな
た名義のクレジットカードが不正使用さ
れているので、カードを書き換える必要
がある」といってクレジットカードや銀
行のカードを騙し取る手口が増えていま
す。絶対にカードを他人に渡すことがな
いようご注意ください。
また、オレオレ詐欺の前兆電話も多数か
かってきています。犯人は、午後９時頃、
息子の名前を騙り「○○だけど、話した
いことがあるから明日 10 時に行くよ」な
どと電話をかけてきて、次の日午前 10 時
半ころ、再び電話で、「実は投資に失敗し
て、投資のために借りたお金を返さない
といけない。借りたお金は 800 万円、何
とかならないかな」などと騙しの電話を
かけてきます。電話でお金を要求された
ら必ず詐欺を疑ってください。必ず、息
子さん本人に確認しましょう。（防犯部）
※金沢警察署　045-782-0110



シキミ

　シキミ科シキミ属で東北地方以南の山地に生育していま
す。常緑高木で高さは２～５ｍになります。早春に葉腋に直
径２～３㎝の黄白色の花をつけ、葉は傷つけると抹香の爽や
かな香りがします。全体が有毒ですが特に果実は猛毒で国内
の植物で唯一、劇毒物に指定されています。諸説ありますが、
「悪しき実」の「あ」が省略されシキミと呼ばれるようになっ
たというのが有力です。果実は星状で、中華料理で使うハッ
カクに似ていますが、ハッカクはトウシキミの実で国内では
あまり見かけません。
　シキミは天竺（インド）から伝えられ、わが国には鑑真が持ってきたといわれます。神教で
はサカキを使用しますが、仏教ではシキミが供えられます。別名「花の木」「花柴」で、花こ
とばはそのものずばり「猛毒」です。
　シキミとはまったく別にミヤマシキミがあります。秋には赤い実がなり山野に自生していま
す。ミヤマシキミはミカン科ミヤマシキミ属の常緑低木で、近縁でもないのに、なぜ似た名前
がついたのかよくわかっていません。

アセビ

　ツツジ科アセビ属の常緑低木で日本に自
生しています。春にスズランのような小さ
な壺型花を房状にたくさんつけ、満開時に
は樹木を覆うほどに咲きます。新葉は赤く
きれいです。葉をかむと苦く有毒植物です。
漢字で馬酔木と書きます。これはアセビの
葉を食した馬が中毒で痺れ酔ったようにふ
らふらしてしまうからというので、「脚しび
れ」が語源といわれます。そう言えば奈良
公園にアセビの木が多いのはシカが好まな
いからといわれていますし、昨今、シカの
食害の多い丹沢でもアセビは健在です。別
名はアシビ、アセボです。花言葉は献身、
犠牲などです。

花の便り

木の便り
第9回

シキミ、アセビ

（写真上）シキミの花

（写真下）シキミの実 

（広報部　藤城）

（ 写 真 ） ア セ ビ の 花 



　

　昨年 11月４日に横浜市より認可公告された新しい建築協定は、６年ほど
前にスタートした「地域まちづくりルール特別委員会」により策定されま
した。委員長をはじめ、委員の皆さまのご尽力に対して、紙面をお借りし
て感謝申し上げます。

西柴団地福祉サービス　受付：月水金 10：00～ 12：00　　TEL&FAX：701-5080

◎ふれあい談話室（参加費 100 円）13：30 ～ 15：00　
　※ 3 月 10 日 （金） ／ 24 日（金）

◎ふれあい昼食会（参加費 500 円）12：00 ～　
　※ 3 月 17 日 （金） 

◎ふれあいキッズ　10：00 ～ 12：00    
　※ 3 月   6  日（月）ひな祭り 参加費 100 円
　※ 13 日（月）／ 27 日（月）お別れ会
◎ふれあい編み物　13：00 ～
　※ 3 月 14 日（火）当日は販売も致します。

※ふれあい談話室、昼食会にご参加時、送迎いたします。ご希望の方はお申し付けください。
※天候の状況で行事が中止になることもあります。ご了承ください。

～ 2 月 ふれあい事業のお知らせ～
西柴団地自治会館にて開催いたします。皆様のご参加お待ちしています。見学のみも大歓迎です。

建築協定運営委員会の紹介

賛助会員募集中。　ボランティアさんを随時募集しています。特に男性の皆様、ご一緒に活動してみませんか？

　建築協定運営委員会は、建築協定の条文にある組織で、役割は建築主の代理人（一般的には
設計事務所）から提出された建築図面を見て、建築物（新築・改築・増築）の位置や構造などが、
建築協定の規定に合致していることを確認することです。委員は各ブロックから選出されたメ
ンバーを３グループに分け、各グループが３つのブロックを担当しています。委員は２年交代
で、２年目の委員が図面の見方などを、１年目委員に説明する形で確認作業をしています。
　また新協定の狙いは、高齢化に伴う空き家・空き地の増加の歯止め策として、長屋など一戸
建て住宅以外の建築を認める用途拡大を図ったことです。これにより、従来とは違った建築物
の申請が出されることが考えられます。
　このため、毎年春と秋に開催される、横浜市建築協定連絡協議会主催の勉強会に参加し、図
面の見方のポイントや他地区の建築協定の現状の把握に努めるとともに、横浜市や金沢区の所
管部門と連携を取り、西柴団地の良好な住環境の維持に努めてまいります。
　また今後の取り組みとして、今回の新建築協定に加入せず、隣接地となっている土地所有者
の皆様に、ぜひ協定に加入していただき、現状の加入率 82％を上げていくことと考えています。




